
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点「
西
安
」

悠
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
永
遠
の
古
都
中国駐東京
観光代表処

見逃せない二つの世界遺産
秦の始皇帝陵と兵馬俑坑　長安―天山回廊の交易路網

街
の
シ
ン
ボ
ル「
鐘
楼
」

空
海
、楊
貴
妃
ゆ
か
り
の
場
所
も

「
羊
肉
泡

」「
肉
來

」―

名
物
料
理
を
味
わ
う

近
代
都
市
の
魅
力
も

西
安
市
副
市
長
が
来
日
、ア
ピ
ー
ル
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中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
分
析
し
、
日
本
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
今
回
は
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
、
中
国
歴
代

王
朝
の
都
と
し
て
栄
え
た
西
安
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
。

興教寺・唐三蔵塔

小雁塔

　
西
安
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
兵
馬
俑
坑

ライトアップされた鐘楼

　
城
壁
。
壁
に
上
り
散
策
も
で
き
る

　
世
界
遺
産
に
限
ら
ず
、
西

安
に
は
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
る
。

　
鐘
楼

　
街
の
中
心
の
東
西
、
南
北

の
二
つ
の
大
通
り
が
交
わ
る

場
所
に
鎮
座
す
る
楼
閣
。
明

の
時
代
の
１
３
８
４
年
の
創

建
で
、
１
５
８
２
年
に
こ
の

地
に
移
さ
れ
た
。
大
き
な
鐘

が
吊
る
さ
れ
、
市
民
に
時
間

を
知
ら
せ
た
り
、
警
報
を
発

し
た
り
す
る
役
目
を
果
た
し

た
。

　
鼓
楼

　
鐘
楼
と
向
か
い
合
っ
た
場

所
に
あ
る
楼
閣
。
こ
ち
ら
は

大
き
な
太
鼓
の
音
で
市
民
に

時
間
を
知
ら
せ
た
。
明
の
時

代
の
１
３
８
０
年
の
創
建
。

　
城
壁

　
中
国
の
古
代
城
壁
の
う

ち
、
最
も
完
全
な
形
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。
明
代
初
期
に

唐
代
の
長
安
城
の
王
城
を
基

礎
に
築
造
さ
れ
た
。
長
方
形

で
周
囲
の
長
さ

・

㌔
、

高
さ

㍍
。
城
壁
上
部
の
幅

は

～

㍍
。
城
壁
に
は
上

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
碑
林
博
物
館

　
漢
の
時
代
か
ら
の
石
碑
３

千
点
余
が
残
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
最
も
多
く
石
碑
を
保

存
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
の

ほ
か
中
国
古
代
の
文
化
財
な

ど
、
合
わ
せ
て
１
万
１
千
余

を
収
蔵
す
る
。

　
大
清
真
寺

　
西
安
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
教

モ
ス
ク
。
別
名
化
覚
寺
。
明

の
時
代
の
１
３
９
２
年
の
建

立
。中
国
風
の
建
築
様
式
で
、

中
国
と
イ
ス
ラ
ム
の
二
つ
の

文
化
が
交
じ
り
合
っ
た
印
象

だ
。

　
陝
西
歴
史
博

物
館

　
展
示
室
の
延

べ
床
面
積
１
万

１
千
平
方
㍍
と

い
う
広
大
な
博

物
館
。
陝
西
省

で
出
土
し
た
文

化
財

万
点
余

を
収
蔵
す
る
。

　
回
坊
風
情
街

　
鼓
楼
の
西
側
に
広
が
る
回

族
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
人
々
の
居
住
区
。
シ
シ

カ
バ
ブ
ー
な
ど
の
屋
台
が
並

び
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。

　
大
唐
芙
蓉
園

　
唐
の
時
代
の
文
化
を
紹
介

す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。
芙
蓉

園
と
い
う
皇
室
の
庭
園
だ
っ

た
場
所
を
利
用
し
た
。

　
青
竜
寺

　
隋
の
時
代
の
５
８
２
年
に

建
立
。元
は
霊
感
寺
と
い
い
、

唐
の
時
代
の
７
１
１
年
に
改

称
さ
れ
た
。
唐
代
の
仏
教
密

宗
を
伝
播
す
る
主
な
寺
院
の

一
つ
。
遣
唐
使
で
来
た
空
海

（
弘
法
大
師
）
が
こ
こ
で
教

義
を
説
き
聞
か
さ
れ
、
日
本

に
帰
国
し
て
真
言
宗
を
開
い

た
。

　
華
清
池

　
西
安
市
郊
外

㌔
の
驪
山

り
ざ
ん

の
ふ
も
と
に
あ
る
中
国
で
最

も
古
い
王
室
庭
園
の
一
つ
。

「
天
下
第
一
御
泉
」
と
た
た

え
ら
れ
る
温
泉
が
湧
い
て
い

る
。
温
泉
は
唐
の
玄
宗
皇
帝

と
楊
貴
妃
が
入
浴
し
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　
華
山

　
西
安
市
街
地
か
ら
東
へ
１

２
０
㌔
。
中
国
五
名
山
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
景
勝
地
。

断
崖
絶
壁
の
ス
リ
ル
満
点
の

登
山
道
が
あ
る
。

　
羊
肉
泡


　
涼
皮

　
肉
來


　
大
雁
塔

唐長安城大明宮遺跡

　
ビ
ャ
ン
ビ
ャ
ン
麺

　
中
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
陝
西

せ
ん
せ
い

省
。
そ
の
省
都
で

あ
り
、
最
大
都
市
の
西
安

（
旧
名
・
長
安
）
は
、
秦
、

漢
、
唐
な
ど

王
朝
の
都
、

ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
、
カ
イ
ロ

と
と
も
に
世
界
四
大
古
都
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
遠
く

西
域
へ
と
つ
な
が
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
東
の
起
点
に
も
な

っ
て
い
る
。

　
こ
こ
西
安
に
は
二
つ
の
世

界
遺
産
が
あ
る
。
一
つ
が

「
秦
の
始
皇
帝
陵
と

兵
馬
俑
坑

へ
い
ば
よ
う
こ
う

」
、
も
う
一
つ
が

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
：
長
安
―

天
山
回
廊
の
交
易
路
網
」だ
。

前
者
は
１
９
８
７
年
、
後
者

は
２
０
１
４
年
に
、
と
も
に

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。

　
兵
馬
俑
坑
は
１
９
７
４

年
、
農
民
が
井
戸
を
掘
削
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
発
見

し
た
と
い
う
「

世
紀
の
考

古
学
に
お
け
る
最
大
の
発

見
」
。
秦
の
始
皇
帝
が
絶
大

な
権
力
を
誇
示
す
る
た
め
、

兵
や
馬
の
塑
像

そ
ぞ
う

を
焼
成
し
、

そ
の
陵
を
守
ら
せ
た
と
い
わ

れ
る
。

　
展
示
す
る
博
物
館
は
総
面

積
１
万
４
２
６
３
平
方
㍍
。

出
土
し
た
武
士
俑
だ
け
で
も

約
６
千
体
。
ほ
か
に
、
陶
俑

陶
馬
約
８
千
点
、
青
銅
器
約

４
万
点
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。

　
秦
の
始
皇
帝
陵
は
内
城
の

周
囲
が
２
５
２
５
・
４
㍍
、

外
城
の
周
囲
が
６
２
９
４
㍍

と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

陵
墓
だ
。大
き
な
土
の
山
で
、

陵
の
周
辺
で
は
兵
馬
俑
坑
が

発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

い
ま
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い

陪
葬
坑
が
多
く
あ
る
と
い

う
。

　
一
方
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

世
界
遺
産
は
、
西
安
か
ら
天

山
回
廊
を
経
て
中
央
ア
ジ
ア

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ

ス
）
に
至
る
範
囲
の
史
跡


カ
所
。
こ
の
う
ち
中
国
国
内

は

カ
所
、
陝
西
省
は
７
カ

所
、
西
安
は
５
カ
所
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　
西
安
市
内
に
あ
る
の
は
大

雁
塔
、
小
雁
塔
、
唐
長
安
城

大
明
宮
遺
跡
、
漢
長
安
城
未

央
宮
遺
跡
、
興
教
寺
。

　
大
雁
塔

　
大
慈
恩
寺
内
に
あ
る
高
さ


㍍
の
７
層
の
塔
で
、
唐
の

時
代
の
６
５
２
年
の
創
建
。

玄
奘

げ
ん
じ
ょ
う

三
蔵
（
三
蔵
法
師
）

が
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
経
典
や

仏
像
を
持
ち
帰
り
、
翻
訳
、

保
管
し
た
場
所
と
さ
れ
る
。

塔
は
登
る
こ
と
も
で
き
、
塔

の
上
か
ら
市
街
地
を
一
望
す

る
。

　
小
雁
塔

　
薦
福
寺
内
に
あ
る
高
さ


㍍
の
塔
。
唐
の
時
代
の
７
０

９
年
の
創
建
。
大
雁
塔
よ
り

小
さ
い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

付
く
。
層
の
塔
だ
っ
た
が
、

幾
度
の
地
震
に
よ
り
塔
頂
が

崩
れ
、
現
在
は

層
と
な
っ

て
い
る
。

　
唐
長
安
城
大
明
宮
遺
跡

　
唐
の
時
代
の
長
安
城
に
あ
っ
た
三
大
宮
殿
の
一
つ
。
６

３
４
年
、
唐
の
太
宗
李
世
民
が
父
李
淵
の
た
め
に
建
て
た

と
い
う
夏
宮
。
唐
代
の
皇
帝

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
で
暮
ら

し
た
。
現
在
は
遺
跡
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
漢
長
安
城
未
央
宮
遺
跡

　
前
漢
の
時
代
の
宮
殿
跡
。


人
の
皇
帝
が
こ
こ
を
拠
点

に
政
治
を
行
っ
た
と
さ
れ

る
。
城
壁
の
一
部
な
ど
当
時

の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。

　
興
教
寺

　
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
を
埋
葬

す
る
寺
。
唐
の
時
代
の
６
６

９
年
の
建
立
。
玄
奘
三
蔵
は

６
６
４
年
に
病
死
し
、
長
安

郊
外
の
白
鹿
原
に
埋
葬
さ
れ

た
が
、
後
に
こ
の
地
に
移
さ

れ
た
。
遺
骨
は
境
内
の
唐
三

蔵
塔
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
、
グ

ル
メ
。
西
安
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
名
物
料
理
が
あ
る
。

　
羊
肉
泡

（
ヤ
ン
ロ
ー
パ

オ
モ
ー
）

　
西
安
の
有
名
な
イ
ス
ラ
ム

軽
食
。
小
麦
粉
を
焼
い
て
作

っ
た
モ
ー
と
呼
ば
れ
る
パ
ン

を
ち
ぎ
り
、羊
の
肉
や
春
雨
、

干
し
豆
腐
、
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど

と
と
も
に
鍋
で
煮
込
む
。
ナ

マ
コ
や
車
エ
ビ
な
ど
海
産
物

を
好
み
で
入
れ
る
。

　
涼
皮
（
リ
ャ
ン
ピ
ー
）

　
き
し
め
ん
の
よ
う
な
平
ら

な
麺
に
肉
や
野

菜
の
具
材
を
入

れ
、
ピ
リ
辛
の

調
味
料
を
混
ぜ

た
汁
な
し
麺
。

陝
西
省
の
著
名

な
軽
食
だ
が
、

近
年
は
中
国
全

土
に
も
広
が
っ

て
い
る
。

　
肉
來

（
ロ

ー
ジ
ャ
ー
モ

ー
）

　
モ
ー
と
呼
ば

れ
る
パ
ン
に
肉

を
は
さ
ん
だ
中
国
版
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
。
肉
は
豚
や
羊
が
使

わ
れ
る
。

　
ビ
ャ
ン
ビ
ャ
ン
麺

　
小
麦
粉
で
作
っ
た
平
た
く

長
い
麺
。
肉
や
野
菜
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
て
食
す
。
麺
の
幅

が
３
㌢
、
長
さ
１
㍍
ほ
ど
と

見
た
目
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
。
「
ビ
ャ
ン
」
は
画
数


画
の
創
作
漢
字
で
、
こ
ち
ら

も
ユ
ニ
ー
ク
。

西安市・徐副市長

　
中
国
・
西
安
市
の
観
光
説
明
会

が
１
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
で
行
わ
れ
た
。
西
安
市

の
徐
明
非
副
市
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
同
市
の
兵
馬
俑
や
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
関
連
遺
産
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
の
魅
力
と
、
近
代
都
市
と
し

て
の
魅
力
の
二
つ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
徐
副
市
長
は
「
西
安
は
悠
久
の

歴
史
を
持
つ
古
都
。
歴
代

の
王

朝
が
１
１
０
０
年
以
上
、
こ
こ
に

都
を
置
い
た
。
市
内
に
文
化
遺
産

は
３
２
０
０
余
り
。
鑑
真
、
弘
法

大
師
、
阿
倍
仲
麻
呂
と
、
日
本
と

の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
」
と
強
調
。

　
一
方
、
「
西
安
は
北
京
、
上
海

に
次
ぐ
国
際
都
市
の
建
設
を
目
指

し
て
い
る
。
中
国
の
地
図
の
中
心

に
あ
り
、
航
空
取
り
扱
い
は
全
国

７
位
。
４
６
０
以
上
の
科
学
研
究

機
関
が
あ
る
ハ
イ
テ
ク
都
市
だ
」

と
、
近
代
的
要
素
も
併
せ
持
つ
同

市
の
魅
力
を
述
べ
た
。

　
中
国
側
か
ら
は
、
中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処
の
王
偉
首
席
代
表
も

同
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。

　
日
本
か
ら
は
、
日
本
旅
行
業
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
海
外
旅
行
推
進

部
の
千
葉
信
一
副
部
長
、
日
本
政

府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
山
崎

道
徳
理
事
が
日
中
の
交
流
促
進
を

呼
び
掛
け
る
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
徐
副
市
長
は
同
日
、
観
光
経
済

新
聞
社
な
ど
観
光
関
係
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
に
も
応
じ
た
。

　
徐
副
市
長
は
「
日
本
は
重
要
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
西
安
と
は
古
く
か

ら
文
化
交
流
が
盛
ん
で
、
市
民
も

日
本
人
の
来
訪
を
歓
迎
し
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
日
本
の
旅
行

会
社
に
向
け
て
、
「
西
安
は
伝
統

だ
け
で
な
く
、
モ
ダ
ン
な
も
の
も

あ
る
。
歴
史
と
近
代
、
両
方
の
魅

力
を
感
じ
ら
れ
る
。
日
本
人
に
関

心
が
持
た
れ
る
よ
う
な
旅
行
商
品

を
日
本
の
旅
行
会
社
と
と
も
に
作

り
た
い
」
と
述
べ
た
。




